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２０ 有棘細胞癌手術患者の平均在院日数

皮膚科

有棘細胞癌でC443・C446のうち、手術K007-1、K007-2を施行しているＤＰＣ退院患者の入院期間Ⅱについて、
全国の平均在院日数と比較

皮膚科入院患者のうち手術症例で高齢者が多く占めるため、平均在院日数を短縮することで患者のQOLを維持できると
考えます。

過去3年間とも、平均在院日数の全国平均を下回る結果
となり、入院の長期化に伴う患者のQOL低下を最小限に
とどめることができていると考えます。

今後のこの水準を維持するように務めて参ります。
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